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平成２８年度第２回経済学研究科委員会議事録要旨 

日  時：平成２８年５月１３日（金） １６：３０～１７：３５ 

場  所：板橋校舎 ２号館２階２－０２２１会議室 

委員定数：２８名 

出席者  ：２４名（定足数充足） 

委任者   : ２名 

欠席者  ： ２名 

議  長：中島正人（経済学研究科委員長） 

 

議  題 

（審議事項） 

議案１．大学院改革ワーキング・グループ答申について 

議長より、大学院改革ワーキング・グループ答申について、資料１に沿って説明が行われた。 

これに対して委員より、種々意見の開陳がされた。これを受け、議長からは今回挙げられた意見につ

いて、次回研究科委員長会議の場で報告を行う旨の回答があった。 

 

議案２．経済学研究科改革新委員会からの提案について 

議長から、経済学研究科改革新委員会からの提案について説明があり、委員会はこれを承認した。 

 

議案３．大東文化大学大学院学則の改正(案)Ⅰについて 

 議長より、経済学研究科の科目編成表の内容変更に関する大東文化大学大学院学則の改正案について

説明があり、委員会はこれを承認した。 

 

議案４．大東文化大学大学院学則の改正(案)Ⅱについて  

 議長より、大学院入学資格にかかる大東文化大学大学院学則の改正案について説明があり、委員から意

見は提出されなかった。これを受け議長より、本件について経済学研究科では意見はなかった旨を学長に報告

する旨の提案があり、委員会はこれを承認した。 

 

議案５．平成 29年度大学院経済学研究科入学試験要項(案)について 

 議長より、平成 29 年度大学院経済学研究科入学試験要項案について、今後の対応案および文言修正を

含め説明があり、委員会はこれを承認した。 

 

議案６．経済学研究科経済学専攻３つのポリシーの変更について 

 議長から、経済学研究科経済学専攻３つのポリシーの変更について説明があり、委員会はこれを承認

した。 

 

議案７．2016 年度自己点検・評価報告書の対応について 
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 議長から、2016 年度自己点検・評価報告書の対応について、草案の作成については経済学研究科執行

部に一任頂きたい旨の提案がされ、委員会はこれを承認した。 

 

議案８．平成 28年度修士論文審査委員会(9 月修了)の選出について 

 議長から、平成 28 年度修士論文審査委員会(9 月修了)の選出について説明があり、委員会はこれを承

認した。 

 

議案９．平成 28年度一般奨学金候補者の選出について 

議長から、平成 28 年度一般奨学金候補者の選出について説明があり、委員会はこれを承認した。 

    

議案１０．奨学金ワーキング・グループ報告書の提案内容について 

 議長より、奨学金ワーキング・グループ報告書に記載の確認事項については、現行の規程に従うこと

を前提としながら、今後、学生支援課と協議しながら進めたいとの回答を行う旨の説明があり、委員会

はこれを承認した。 

 

議案１１．その他 

 その他に該当する議案事項なし。 

 

報告事項１．平成 27 年度大学院経済学研究科決算報告について  

 議長から、平成 27 年度大学院経済学研究科決算の報告があった。 

 

報告事項２．平成 28 年度経済学研究科修士論文中間発表会について 

議長から、平成 28年度経済学研究科修士論文中間発表会について、委員への出席依頼がされるととも

に、3月修了予定者向けの中間発表会については、今年度は予定通りに行う旨の報告があった。 

 

報告事項３．大学院進学説明会の実施について 

議長から、今年度の大学院進学説明会のスケジュールについて報告があった。 

 

報告事項４．論文チェックツール「Turnitin」の導入について 

議長から、論文チェックツール「Turnitin」が導入された旨、報告があった。 

 

報告事項５．その他 

① 平成 29 年度経済学研究科推薦入試要項記載の文言について 

議長より、前回の研究科委員会で結論を得ることが出来ず執行部一任となっていた、平成 29 年度

経済学研究科推薦入試要項記載の文言については当初の提案通り対応することとなった旨報告があ

った。 

 

② 図書運営委員会からの報告について 
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図書運営委員会委員より、大学院についても研究用の図書予算があることから、図書資料を購入の

場合は申し出頂きたい旨の依頼がされた。また、オンラインデータベースの利用率が低い為、頻繁に

利用頂きたい旨依頼がされた。 

なお、本件に関連して、研究用の図書予算については大学院生も利用が可能かどうかについて確認

が依頼された。これに対して議長から、大学院生用には別途図書予算が設けられている旨の回答がさ

れた。 

 

閉会 

 以上をもって本日予定された審議事項、報告承認事項および報告事項の審議がすべて終わり、17 時 35

分、議長が第 2回経済学研究科委員会の閉会を宣し、終了した。 

 


